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　歯列に欠損が生じると種々な程度の変化が顎口腔系
に起こる．口腔内の変化としては歯列欠損部へ向けて
の隣接歯の傾斜，捻転，対合歯の挺出等が生じ，引き
続くと欠損歯列だけでなく，対合歯列にも乱れを生じ，
本来機能的に正しい咬合平面（咬合彎曲）の乱れを生
じることになり，この状態で欠損歯列の補綴処置を行
う場合には，咬合平面の修正を行う必要があるか，必
要な場合これが部分的な修正でよいのか，全顎的な修
正になるのか検討が必要である（図 1）．

　1）咬合平面の乱れが一側または小範囲に限局して
いる場合
　咬合平面は側面からは Spee の彎曲，前方からは
Wilson の彎曲として機能的な形態を有しているが，こ
の場合には全部床義歯の咬合採得時に適用される「仮
想咬合平面はカンペル氏平面に平行」という事実を基
にして上顎咬合平面の乱れを推察するか，上顎が欠

損歯列であれば咬頭嵌合時の下顎の乱れを検査するた
め，口腔内で直接にまたは平行模型上での検査が行え
る．欠損部へ向けて挺出した対合歯，歯列の修正は軽
度のものについては咬合面の削合，咬合面をアンレー
等で歯冠修復，高度であれば歯髄処置後に歯冠修復，
さらに高度の場合には抜歯せざるを得ないこともあ
る．また顎堤ごと挺出している場合には補綴処置をあ
きらめざるを得ない場合もある（図 2 ～ 4）．

　2）咬合平面が乱れたままだと生じる障害
　咬合平面は上下顎歯列が全体として咬合し，前方，
側方，後方などの滑走機能運動を営む際の運動の場ま
たは力点となるところであるので，これら機能運動に
適合（マッチ）するように咬合の経年的育成に伴って
形づくられてくる．咬合・咀嚼運動に適合しないよう
な咬合平面の生成は歯列の二大疾患やこれらに伴う歯
科治療の結果として生じる．しかし，咬合平面の乱れ
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図 1 歯の欠損と顎口腔系の変化．
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が小範囲に限局している場合には上記機能運動の障害
因子としての影響は小さく，患者からも，歯科医師側
からも見過ごされやすく，また実際障害も生じないこ
とが多い．しかし，このような場合でも当該部位の咬合・
補綴治療が適応となった場合には躊躇せず正しい咬合
平面を付与するように咬合関係を設計すべきである．
　咬合平面の乱れが上下顎に存在している場合には障
害は下顎滑走運動が円滑でなく，咀嚼中に「ひっかかる」
感じがするという患者もおり，さらには顎機能障害を
発生する引き金となる場合もある（図 5 ～ 9）．

　3）咬合平面の乱れが左右両側の広範囲に見られる
場合
　Spee,Wilson の彎曲を包含するものとしてよく知ら
れている Monson の彎曲があり，この場合にはモンソ
ンの彎曲についての仮説をもとに従来から咬合平面を

分析・設定することが行なわれている．
　これには Hagman バランサー咬合器上で行う方法と
Broadrick の咬合平面分析法の２つが発表されている
が，前者は歴史的なもので現在ほとんど使用されてい
ない1,2）．後者の Broadrick の方法を以下に記す．
　Monson彎曲を構成するSpeeの彎曲を後方へ延長す
ると下顎関節頭上部を通過することから仮にSpeeの彎
曲が Monson の唱えた半径 4 インチであれば前方点と
して犬歯の尖頭，後方点として第二大臼歯後方，または
関節部からそれぞれ 4 インチ（約 10 cm）の円弧を描
き，その交点を求めると元の Spee の彎曲の中心となる
はずである．この考えに基づき臨床的な解析法として
咬合平面分析法が行われている．現在までに HANAU，
DENAR 咬合器に適用できる「フラッグ」といわれる
付属品があり上記の分析が行なわれる．近年，国産の
咬合器，松風プロアーチの付属品として咬合平面分析

図 4 a：治療前，臼歯部の梃出，傾斜が著しい．b：咬合平
面をクラウンで修正．c：単純な III 級義歯で欠損部を
補綴．d：同口腔内．

図 3 Monson 彎曲とその想定中心 Körber（文献
1）より．

図 2 咬合平面：Spee 彎曲（上）Wilson 彎曲（下）
Körber（文献 1）より．
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図 9 a,b：咬合平面検査により現状より上方に適正な平面
があることが示唆された．c,d：上方に修正した咬合
平面をブリッジで修正するため，テンポラリーを製
作．

図 7 下顎前方位をとると両側臼歯部ブリッジが干
渉している．

図 6 処置前口腔内に大きな異常は一見見られな
い．

図 8 a：咬合平面は Camper 平面に平行．b：咬合
平面 ･ 彎曲の検査 ･ 診断には Broadrick 法が
用いられる．

図 5 咬合平面 ･ 彎曲が生態に調和しないと．
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装置が発表されている．なお，平均的な Monson 彎曲
は 4 インチといわれてきたが，教室での日本人 100 名
ほどを対象とした測定ではおよそ 110 mm となった3）．
現状では咬合彎曲の設定を 100 mm で実施しているが
個別患者へより的確な彎曲を付与するため更なる研究

が必要と思われる．
　典型症例を実例で示す（図 10～19）．
　咬合平面を修正するには多くの症例で咬合挙上が必
要になる．正しい咬合平面の付与を実行するには咬合
高径を挙上しなければ実施できないということであ

図 10 テレスコープ可撤ブリッジの再治療に先立
ち強い咬合彎曲を修正する必要がある．

図 12 パノラマ X 線写真で抜去を要する残存歯が
判明．

図 14 強い咬合彎曲が生体に調和しているかどう
か検査する．a：後方第二大臼歯遠心咬頭．
b：前方犬歯尖頭からそれぞれ４インチの円
弧を描記板に描く．c：彎曲の中心を同定す
る（Broadrick 法）．

図 11 a：上顎テレスコープ義歯は破損．b：下顎
RPD は不適合．c：上顎残存歯は内冠脱離．
d：下顎残存歯は利用できない．

図 13 上顎歯の梃出による強い咬合彎曲がみられ
る．

図 15 a：同定された咬合彎曲の中心から 4 inch の
円弧を描くようにして理想的な咬合彎曲を
付属のワックスカーバーで付与する．b：左
右の修正後．c：同左側．
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る．咬合挙上については古典的にも多くの補綴臨床医
の報告があるが，安易には手を出さない，術者も覚悟
し，患者へもメリットとリスクを十分に説明した上で
取り組むということが必要である．
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図 18 最終義歯は上下ともテレスコープ義歯．a：
上顎内冠．b：下顎内冠．c：上顎可撤ブリッ
ジ．d：下顎テレスコープ RPD．

図 17 a：咬合挙上用の暫間義歯下顎．ｂ：上顎
はレジン製の可撤性テンポラリーブリッジ

（レジンコーヌス）． 図 19 a,b：最終的に Konuskrone テレスコープ義
歯で回復された．

図 16 修正前後の咬合平面．


